
令和７年度ヤングケアラー実態調査結果 

令和８年２月 

長野県県民文化部こども若者局次世代サポート課
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１ 調査概要 

（１）調査目的 

本調査は、県内のヤングケアラーのケアの実態や、日常生活への影響、支援ニーズ等を把握し、ヤングケアラーの早期発見と支援策の検討を行うことを目

的とする。 

（２）調査対象・回収数 

① 生徒・学生、学校及び県民を対象に調査を実施した。回答数の内訳は下表のとおりである。 

調査種別 調査対象 回答者数 

高校生・大学生等 
高 校 生 10,335名 

大学生・短期大学生 450名 

高校・大学等 
高 校 84校 

大 学 ・ 短 期 大 学 13校 

県民 長野県に在住する18歳以上

の男女 

400名 

（３）調査方法 

①高校生・大学生等及び高校・大学等には、無記名式のアンケート調査で、ＷＥＢ環境（実施の手引き等に記載されたＵＲＬ、二次元コードから案内）か

ら任意で回答を依頼した。 

■高校生・大学生等：各学校を通じて調査概要を配布して依頼。 

■高 校 ・ 大 学 等：各学校へ調査概要を電子メールにて送付して依頼。 

②県民については、民間企業（サーベイリサーチセンター）に登録しているインターネットモニターに依頼した。 

（４）調査期間 

①令和７年11月17日～令和７年12月26日 

②令和７年11月26日～令和７年11月28日 
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【本調査におけるヤングケアラーの定義】 

本調査におけるヤングケアラーとは、「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者」をいう。（以下はヤングケア

ラーのイメージ（例）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「こども家庭庁ホームページ「ヤングケアラーとは」」 
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２ 調査結果（高校生・大学生等編） 

（１）お世話をしている人の有無とその家族 

お世話をしている家族が「現在いる」と回答したのは、高校生で2.5%（「現在はいないが、過去はいた」が1.3%）、大学生・短期大学生（以下、「大学

生・短大生」という）で2.7%（「現在はいないが、過去はいた」が5.3%）。 

○お世話をしている家族のうち、最も多いのは、高校生、大学生・短大生ともに「きょうだい」が最も多く、次いで高校生が「母親」大学生・短大生が

祖母が続いた。 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7

5.3

91.6

0.4

現在いる

現在はいないが、

過去にいた

現在も過去もいな

い

無回答

(n=450)

13.9

19.4

27.8

13.9

38.9

2.8

2.8

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

0％ 20％ 40％(n=36)

2.5 1.3

95.3

0.9

現在いる

現在はいないが、

過去にいた

いない

無回答

(n=10,335)

26.1

19.7

22.8

16.2

31.9

4.8

14.4

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

0％ 20％ 40％
(n=395)
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0.8

62.7

1.6

0.8

4.0

15.9

4.0

1.6

0.8

4

3.2

16.7

高齢（65歳以上）

幼い

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

無回答

0％ 50％ 100％

(n=126)

4.1

3.3

1.6

8.2

0.8

11.5

7.4

11.5

7.4

6.6

54.1

高齢（65歳以上）

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

無回答

0％ 20％ 40％ 60％

(n=122)

68.8

30.5

29.7

12.5

2.3

1.6

0.8

7.8

0.8

1.6

14.8

高齢（65歳以上）

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

無回答

0％ 50％ 100％

(n=128)

（２）①お世話をしている家族の状況（高校生） 

お世話をしている家族が「いる」と回答した高校生にお世話をしている家族の状況について質問。 

○両親の状況は「精神疾患（疑いを含む）」「精神疾患、依存症以外の病気」、祖父母の状況は「高齢」、きょうだいの状況は「幼い」が最も多かった。 

【高校生】（両親） 【高校生】（祖父母） 【高校生】（きょうだい） 
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9.1

9.1

0.0

9.1

0.0

36.4

27.3

9.1

0.0

9.1

高齢（65歳以上）

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患、依存症以外の病気

その他

無回答

0％ 50％ 100％

(n=11)

78.6

57.1

42.9

7.1

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

7.1

高齢（65歳以上）

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患、依存症以外の病気

その他

無回答

0％ 50％ 100％

(n=14)

（２）②お世話をしている家族の状況（大学生・短大生） 

お世話をしている家族が「いる」と回答した大学生・短大生にお世話をしている家族の状況について質問。 

○両親の状況は「精神疾患（疑いを含む）」、祖父母の状況は「高齢」、きょうだいの状況は「幼い」「知的障がい」が最も多かった。 

【大学生・短大生】（両親） 【大学生・短大生】（祖父母） 【大学生・短大生】（きょうだい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

42.9

0.0

0.0

21.4

42.9

14.3

7.1

7.1

0.0

0.0

高齢（65歳以上）

幼い

要介護

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患（疑い含む）

依存症（疑い含む）

精神疾患、依存症以外の病気

その他

無回答

0％ 50％ 100％

(n=14)
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（３）お世話の頻度（日数） 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話の頻度（日数）について質問。 

○高校生、大学生・短大生ともに「ほぼ毎日」が最も多かった。 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）お世話の頻度（時間） 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話の頻度（平日の時間）について質問 

○高校生、大学生・短大生ともに「1時間未満」が最も多かった。一方で７時間以上も高校生で4.6％、大学生・短大生で5.6％いた 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.6

26.6

7.1

3.3

4.6

27.8

1時間未満

1時間以上3時間未満

3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満

7時間以上

無回答

0％ 20％ 40％ 60％(n=395)

44.4

16.7

19.4

8.3

0.0

11.1

ほぼ毎日

週に3～5日

週に1～2日

1か月に数日

その他

無回答

0％ 20％ 40％ 60％(n=36)

32.7

15.4

14.9

6.6

2.3

28.1

ほぼ毎日

週に3～5日

週に1～2日

1か月に数日

その他

無回答

0％ 20％ 40％ 60％(n=395)

36.1

27.8

13.9

5.6

5.6

11.1

1時間未満

1時間以上3時間未満

3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満

7時間以上

無回答

0％ 20％ 40％ 60％(n=36)
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（５）お世話を一緒にしている人 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、誰と一緒にお世話をしているかについて質問。 

○高校生、大学生・短大生ともに「母親」が最も多かった。自分のみは高校生で8.6％、大学生・短大生で5.6％であった 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.1

33.3

16.7

5.6

27.8

8.3

5.6

13.9

0.0

11.1

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

親戚の人

自分のみ

福祉サービス

（ヘルパーなど）を利用

その他

無回答

0％ 50％ 100％
(n=36)

49.9

34.7

14.9

8.6

26.8

6.1

8.6

8.9

0.3

27.3

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

親戚の人

自分のみ

福祉サービス

（ヘルパーなど）を利用

その他

無回答

0％ 50％ 100％
(n=395)
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1.8

3.0

9.9

11.4

8.6

3.3

4.6

16.5

12.9

1.5

46.6

23.5

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・早退してしまう

宿題をする時間や勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

部活や習い事ができない、

もしくは辞めざるを得なかった

進路（進学・就職）の変更を考えざるを

得ない、もしくは進路を変更した

自分の時間が取れない

自分が自由に過ごせる場所がない

その他

特にない

無回答

0％ 20％ 40％ 60％
(n=395)

0.0

2.8

13.9

2.8

11.1

22.2

2.8

0.0

2.8

11.1

8.3

2.8

27.8

2.8

30.6

25

大学の授業に行きたくても行けなかった

単位をとれなかった、留年・休学した

課題・予習復習をする時間が取れなかった

留学をあきらめた

睡眠が十分に取れなかった

友人と遊ぶことができなかった

部活動・サークル活動ができなかった、

もしくは辞めざるを得なかった

課外活動・習い事ができなかった、

もしくは辞めざるを得なかった

アルバイトができなかった

就職先・進路の変更を考えざるを

得なかった、変更した

一人暮らしをしたくてもできなかった

恋愛をしたくてもできなかった

自分の時間が取れなかった

その他

特になかった

無回答

0％ 20％ 40％ 60％
(n=36)

（６）お世話をしていることによる家や学校での生活に対する影響 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話による影響について質問。 

○高校生、大学生・短大生ともに「特にない（なかった）」を除くと「自分の時間が取れない（取れなかった）」が最も多かった。 

【高校生】やりたいけど、できていないこと 【大学生・短大生】やりたかったができなかったこと、あきらめたこと 
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8.1

20.8

15.4

10.1

10.9

5.3

2.5

35.7

24.1

身体的にきつい

精神的にきつい

時間的余裕がない

楽しい

やりがいを感じている

充実している

その他

特にきつさは感じていない

無回答

0％ 20％ 40％(n=395)

16.7

36.1

27.8

2.8

13.9

13.9

2.8

22.2

16.7

身体的にきつい

精神的にきつい

時間的余裕がない

楽しい

やりがいを感じている

充実している

その他

特にきつさは感じていない

無回答

0％ 20％ 40％(n=36)

（７）お世話することの大変さ 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話をすることに大変さを感じているかについて質問。 

○高校生では「特にきつさは感じていない」が最も多く、次いで、「精神的にきつい」「時間的余裕がない」が続いた 

大学生・短大生では「精神的にきつい」が最も多く「時間的余裕がない」が続いた 

【高校生】 【大学生・短大生】 
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25.0

66.7

8.3

ある

ない

無回答

(n=36)

21.3

56.7

22.0

ある

ない

無回答

(n=395)

63.1

9.5

40.5

22.6 21.4
16.7

7.1 6.0 4.8 4.8 4.8 3.6 2.4

家
族
（
父
、
母
、
祖
父
、

祖
母
、
き
ょ
う
だ
い
）

親
戚
（
お
じ
、
お
ば
な
ど
）

友
人

学
校
の
先
生

（
保
健
室
の
先
生
以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

医
師
や
看
護
師
、

そ
の
他
病
院
の
人

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人

役
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
人

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

0％

50％

100％
(n=84)

55.6

11.1

55.6

11.1

22.2

11.1 11.1

22.2

11.1

0.0 0.0

33.3

11.1

0.0

家
族
（
父
、
母
、
祖
父
、

祖
母
、
き
ょ
う
だ
い
）

親
戚
（
お
じ
、
お
ば
な
ど
）

友
人

交
際
相
手
、
配
偶
者

大
学
の
指
導
教
員

大
学
の
学
生
相
談
室
や
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
・
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
大
学
の
職
員
・
機
関

医
師
や
看
護
師
、

そ
の
他
病
院
の
人

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人

役
所
の
人
（
自
治
体
の

保
健
セ
ン
タ
ー
等
含
む
）

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

0％

50％

100％
(n=9)

（８）①相談したことの有無（相談相手） 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、お世話をしている家族のことや悩みを相談したことがあるかについて質問。 

○高校生、大学生・短大生ともに「ない」が最も多かった。 

「ある」場合の相談相手は、高校生では「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」が、大学生・短大生では「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」「友人」が最

も多かった。 

【高校生】 【大学生・短大生】 
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（８）②相談したことの有無（相談していない理由） 

お世話をしている家族が「いる」との回答者でお世話をしている家族のことや悩みを相談したことがない人に、お世話をしている家族のことや悩み

を相談しない理由について質問。 

○高校生では「誰かに相談するほどの悩みではないから」が、大学生・短大生では「家庭外の人に相談するような悩みではない」が最も多かった。 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.5

41.7

20.8

8.3

12.5

8.3

8.3

12.5

8.3

4.2

4.2

0.0

0.0

4.2

8.3

誰かに相談するほどの悩みではない

家族外の人に相談するような悩みではない

誰に相談するのがよいか分からない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見を持たれたくない

相談しても状況が変わるとは思わない

相談した相手を困らせたくない

家族のことは家族で解決するべき

費用が掛かるから

相談する時間がないから

いじめられるかもしれない

その他

無回答

0％ 50％ 100％
(n=24)

66.1

20.5

8.9

6.3

12.9

6.7

7.6

11.6

8.0

8.0

1.8

3.6

1.8

4.5

8.0

誰かに相談するほどの悩みではない

家族外の人に相談するような悩みではない

誰に相談するのがよいか分からない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見を持たれたくない

相談しても状況が変わるとは思わない

相談した相手を困らせたくない

家族のことは家族で解決するべき

費用が掛かる

相談する時間がない

いじめられるかもしれない

その他

無回答

0％ 50％ 100％
(n=224)
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（９）周囲に期待する支援 

お世話をしている家族が「いる」との回答者に、学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援について質問。 

○「特にない」を除いて、高校生では「自由に使える時間がほしい」が、大学生・短大生では「自分のいまの状況について話を聞いてほしい」が最も多

かった。 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.0

13.9

5.6

8.3

2.8

22.2

16.7

5.6

11.1

8.3

2.8

41.7

11.1

11.1

自分のいまの状況について話を聞いてほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスがほしい

自分が行っているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

大学の勉強や学習のサポート

家庭への経済的な支援

学費への支援・奨学金等

その他

特にない

分からない

無回答

0％ 20％ 40％ 60％

(n=36)

9.1

4.3

4.3

3.0

0.3

10.1

7.3

8.4

6.8

6.1

0.0

45.1

10.9

15.2

自分のいまの状況について話を聞いてほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスがほしい

自分が行っているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

学校の勉強や受験勉強など学習のサポート

家庭への経済的な支援

学費への支援・奨学金等

その他

特にない

分からない

無回答

0％ 20％ 40％ 60％

(n=395)
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（10）ヤングケアラーであることの自覚度 

○「ヤングケアラーである」と自覚している（あてはまる）高校生は0.9%、大学生・短大生は「現在あてはまる」が0.9%、「現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う」が5.6%となっている。 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）ヤングケアラーの認知度 

○ヤングケアラーという言葉を、「聞いたことはない」と回答したのは、高校生で19.1%、大学生・短大生では6.2%となっている。 

【高校生】 【大学生・短大生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9

79.7

18.1

1.2

あてはまる

あてはまらない

分からない

無回答

(n=10,335)

0.9

5.6

82.7

10.0

0.9

現在あてはまる

現在はあてはまら

ないが、かつてあ

てはまったと思う

あてはまらない

分からない

無回答

(n=450)

79.3

13.8

6.2

0.7

聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

聞いたことはある

が、よく知らない

聞いたことはない

無回答

(n=450)
53.3

26.5

19.1

1.1
聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

聞いたことはある

が、よく知らない

聞いたことはない

無回答

(n=10,335)



14 

（12）ヤングケアラーの自覚度と生活への影響度 

お世話をしている家族が「いる」との回答者の、ヤングケアラーの自覚度と生活への影響度を取りまとめた。 

○高校生では、「ヤングケアラーの自覚」があり（あてはまる）、「やりたいけど、できていないこと」がある(あり)と回答した人は、全体の6.4%となっ

ている。大学生・短大生では、「ヤングケアラーの自覚」があり（あてはまる）、「やりたかったができなかったこと、あきらめたこと」がある(あり)

と回答した人は、全体の5.6%となっている。 

【高校生】やりたいけど、できていないこと 【大学生・短大生】やりたかったができなかったこと、あきらめたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

ど
う
し
て
も
学
校
を

遅
刻
・
早
退
し
て
し
ま
う

宿
題
を
す
る
時
間
や

勉
強
す
る
時
間
が
取
れ
な
い

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
、

も
し
く
は
進
路
を
変
更
し
た

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

自
分
が
自
由
に
過
ご
せ
る
場
所
が
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

0％

50％

100％

あてはまる(n=40) あてはまらない(n=164) 分からない(n=155) 無回答(n=36)

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
か
っ
た

単
位
を
と
れ
な
か
っ
た
、
留
年
・
休
学
し
た

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た

留
学
を
あ
き
ら
め
た

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
か
っ
た

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き
な
か
っ
た
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
か
っ
た

就
職
先
・
進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
、
変
更
し
た

一
人
暮
ら
し
を
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た

恋
愛
を
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た

そ
の
他

特
に
な
か
っ
た

無
回
答

0％

50％

100％

現在あてはまる(n=2) 現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う(n=13)

あてはまらない(n=12)

分からない(n=8) 無回答(n=1)

高校生 あり なし その他 無回答

あてはまる(n=40) 6.4 3.6 0.6 0.6

あてはまらない(n=164) 10.0 24.1 0.8 10.8

分からない(n=155) 13.9 21.6 0.3 7.5

大学生・短大生 あり なし その他 無回答

現在あてはまる(n=2) 5.6 0.0 0.0 0.0

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う(n=13)
22.2 8.3 0.0 5.6

あてはまらない(n=12) 11.1 11.1 2.8 11.1

分からない(n=8) 5.6 11.1 0.0 5.6

※無回答は除いて再集計 ※無回答は除いて再集計 
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３ 調査結果（高校・大学等編） 

（１）ヤングケアラーと思われる生徒・学生の有無とその状況 

学校に対し、ヤングケアラーに該当すると思われる生徒・学生がいるか質問。 

○「いる」は高校で53.6%、大学・短期大学（以下、「大学・短大」という）では38.5%であった 

○また、ヤングケアラーと思われる子どもの状況については、高校では「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」が、大学・短大では「ア

ルコール・薬物・ギャンブルなどの問題のある家族に対応している」が最も多かった。 

【高校】 【大学・短大】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.0 20.0 20.0 20.0

0.0

20.0

40.0

20.0 20.0

0.0

20.0

0.0

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
に

代
わ
り
、
家
事
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
幼
い

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
障
が
い
や
病
気
の

あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
し
て
い
る

目
を
離
せ
な
い
家
族
の

見
守
り
や
声
掛
け
を
し
て
い
る

家
族
の
通
訳
を
し
て
い
る

（
日
本
語
や
手
話
な
ど
）

家
計
を
支
え
る
た
め
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

の
問
題
の
あ
る
家
族
に
対
応
し
て
い
る

病
気
の
家
族
の
看
病
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の

身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の

入
浴
や
ト
イ
レ
の
介
助
を
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

0％

50％

100％
(n=5)

35.6

71.1

8.9 8.9

31.1

44.4

8.9
15.6

22.2

6.7 4.4 0.0

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
に

代
わ
り
、
家
事
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
幼
い

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
障
が
い
や
病
気
の

あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
し
て
い
る

目
を
離
せ
な
い
家
族
の

見
守
り
や
声
掛
け
を
し
て
い
る

家
族
の
通
訳
を
し
て
い
る

（
日
本
語
や
手
話
な
ど
）

家
計
を
支
え
る
た
め
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

の
問
題
の
あ
る
家
族
に
対
応
し
て
い
る

病
気
の
家
族
の
看
病
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の

身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の

入
浴
や
ト
イ
レ
の
介
助
を
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

0％

50％

100％
(n=45)

38.5

15.4

46.2

0.0

いる

いない

分からない

無回答

(n=13)

53.6

16.7

29.8

0.0

いる

いない

分からない

無回答

(n=84)
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（２）外部の支援へのつなぎについて 

ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に対し、該当者を学校以外の外部の支援につないだケースがあるかについて質問。 

○高校では、「要保護児童対策地域協議会で対応を検討したケースがある」、「外部の支援にはつないでいない（高校内で対応している）」が、大学・短大

で「外部の支援にはつないでいない（大学・短期大学内で対応している）」が最も多かった。 

【高校】 【大学・短大】 

 

17.8

35.6

26.7

35.6

0.0

市町村のヤングケアラー担当につないだ

要保護児童対策地域協議会で

対応を検討したケースがある

要保護児童対策地域協議会での対応には至らなかっ

たが、学校外の支援機関（市町村ヤングケアラー担

当以外）と連携したケースがある

外部の支援にはつないでいない

（高校内で対応している）

無回答

0％ 50％ 100％
(n=45)

20.0

80.0

0.0

0.0

役所等に連絡したケースがある

外部の支援にはつないでいない

（大学・短期大学内で対応している）

無回答

無回答

0％ 50％ 100％(n=5)
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84.6

84.6

30.8

46.2

53.8

7.7

38.5

46.2

38.5

7.7

15.4

38.5

38.5

61.5

15.4

30.8

30.8

7.7

7.7

0.0

学生自身がヤングケアラーについて知っていること

教職員がヤングケアラーについて知ること

大学にヤングケアラーが何人いるか把握すること

SSWやSCなどの専門職の配置が充実すること

生徒が先生等に相談しやすい関係をつくること

ヤングケアラーについて検討する組織を学内につくること

大学内にヤングケアラー本人や保護者が相談できる窓口があること

大学がヤングケアラーの支援について相談できる機関があること

ヤングケアラーを支援するNPOなどの団体が増えること

他のヤングケアラーと交流する機会があること

ピアサポートの充実

ヤングケアラーの課題を把握し、支援をコーディネートできる人材

SNS、メール等のオンラインで相談できる環境

家事支援や生活支援を充実させること

福祉と教育の連携を強めること

社会全体でヤングケアラーの認知度を高めること

支援マニュアルを作成し、それに基づき関係機関が支援を行うこと

その他

特にない

無回答

0％ 50％ 100％(n=13)

73.8

71.4

38.1

65.5

63.1

7.1

28.6

45.2

19.0

6.0

13.1

47.6

29.8

34.5

36.9

36.9

23.8

2.4

1.2

0.0

生徒自身がヤングケアラーについて知っていること

教職員がヤングケアラーについて知ること

学校にヤングケアラーが何人いるか把握すること

SSWやSCなどの専門職の配置が充実すること

生徒が先生等に相談しやすい関係をつくること

ヤングケアラーについて検討する組織を学内につくること

高校内にヤングケアラー本人や保護者が相談できる窓口があること

高校がヤングケアラーの支援について相談できる機関があること

ヤングケアラーを支援するＮＰＯなどの団体が増えること

他のヤングケアラーと交流する機会があること

ピアサポートの充実

ヤングケアラーの課題を把握し、支援をコーディネートできる人材

SNS、メール等のオンラインで相談できる環境

家事支援や生活支援を充実させること

福祉と教育の連携を強めること

社会全体でヤングケアラーの認知度を高めること

支援マニュアルを作成し、それに基づき関係機関が支援を行うこと

その他

特にない

無回答

0％ 50％ 100％(n=84)

（３）ヤングケアラー支援に必要なこと 

学校に対し、ヤングケアラー支援に必要と思うことについて質問。 

○高校では「生徒自身がヤングケアラーについて知っていること」が、大学・短大では「学生自身がヤングケアラーについて知っていること」「教職員

がヤングケアラーについて知ること」が最も多かった。 

【高校】 【大学・短大】 
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４ 調査結果（県民編） 

（１）ヤングケアラーの認知度 

○ヤングケアラーという言葉を、「聞いたことがあり、内容も知っている」が52.5%で最も多いが、「聞いたことはない」も18.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ヤングケアラーであることの自覚度 

○「ヤングケアラーである」と自覚しているかどうかについては、「かつてそうであり、現在も続いている」が1.0%、「かつてはそうであったが、現在は

そうではない」が6.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.5

29.5

18.0

0.0

聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

聞いたことはある

が、よく知らない

聞いたことはない

無回答

(n=400)

1.0

6.3

79.5

13.3

0.0

かつてそうであ

り、現在も続いて

いる

かつてはそうで

あったが、現在は

そうではない

かつても、現在も

そうではない

わからない

無回答

(n=400)
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（３）家族・親族、周囲（友人、知人やそのこども、こどものクラスメイト、隣近所のこどもなど）におけるヤングケアラーの有無 

自分の「家族・親族」、または「友人、知人やそのこども、こどものクラスメイト、隣近所のこどもなど」にヤングケアラーがいるかどうか質問。 

○家族・親族では「いる」が2.8%、周囲（友人、知人やそのこども、こどものクラスメイト、隣近所のこどもなど）では「いる」が7.0%となっている。 

【家族・親族】 【友人、知人やそのこども、こどものクラスメイト、隣近所のこどもなど】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8

82.3

15.0

0.0

いる

いない

わからない

無回答

(n=400)

7.0

63.8

29.3

0.0

いる

いない

わからない

無回答

(n=400)
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（４）ヤングケアラー当人への問題となりうる影響 

ヤングケアラーにどのようなことに影響がでることが問題だと思うかについて質問。 

○「精神面の健康」が最も多く、ついで「進学・就職」「身体面の健康」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.5

53.0

43.3

55.3

32.3

45.3

41.8

54.5

70.0

0.5

15.5

通学

学校の成績

部活や習い事

進学・就職

恋愛・結婚

友人関係

家族関係

身体面の健康

精神面の健康

その他

特にない

0％ 50％ 100％(n=400)
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（５）ヤングケアラーが相談しやすい環境づくりにつながる仕組みや取組 

ヤングケアラーと思われるこども・若者がいる場合、どのような仕組みや取組があると相談しやすい環境づくりにつながるかについて質問。 

○「「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること」が最も多く、ついで「学校に相談窓口があること」「電話・メール・SNSでの相談が可能であること」

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.0

44.8

35.8

25.3

22.0

40.5

38.3

27.8

28.3

22.8

31.3

36.8

33.5

31.5

1.0

14.5

「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること

学校に相談窓口があること

自治体の役所等の行政機関に相談窓口があること

学校、自治体の役所等の行政機関以外

の専門機関に相談窓口があること

対面での相談が可能であること

電話・メール・SNSでの相談が可能であること

24時間いつでも相談が可能であること

相談する際の手順や判断基準がわかりやすいこと

相談がどのような支援につながるかがわかりやすいこと

「ヤングケアラー」の支援に関する法律や条例があること

学校の先生や友だちがヤングケアラー

を知り、理解できる機会があること

経済的な支援があること

福祉サービスへの手続きが簡単であること

福祉サービスが利用しやすいこと

その他

特にない

0％ 50％ 100％
(n=400)
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５ 総括 

調査結果（高校生・大学生等編） 

（１）お世話する人の有無とその家族 

「高校生」「大学生・短大生」ともにお世話をする人がいる割合に大きな差はなく、高校生で2.5％、大学生・短大生で2.7％となっている。 

お世話をしている家族は、高校生、大学生・短大生ともに「きょうだい」が最多となっている。また、高校生では「母親」が、大学生・短大生では「祖

母」が２番目に多くなっている。 

（２）お世話をする家族の状況 

お世話をしている家族の状況について、高校生では、両親が「精神疾患」「精神疾患、依存症以外の病気」、祖父母が「高齢」、きょうだいが「幼い」が

最も多くなっている。 

大学生・短大生では、両親が「精神疾患」、祖父母が「高齢」、きょうだいが「幼い」「知的障がい」が最も多くなっている。 

（３）お世話の頻度（日数・時間） 

高校生、大学生・短大生ともに、「ほぼ毎日」「1時間未満」が最も多くなっている。 

（４）お世話を一緒にしている人 

高校生、大学生・短大生ともに「母親」が最も多く、ついで「父親」「きょうだい」が続いている。 

（５）お世話することによる家や学校での生活に対する影響 

高校生、大学生・短大生ともに、「特にない（なかった）」が最も多いが、「自分の時間が取れない（取れなかった）」が次いで多くなっており、高校生で

は「自分が自由に過ごせる場所がない」、大学生・短大生では「友人と遊ぶことができなかった」が続いている。 

（６）お世話することの大変さ 

高校生では、「特にきつさは感じていない」が最も多くなっている一方、「精神的にきつい」「時間的余裕がない」が上位となっている。大学生・短大生

では、「精神的にきつい」「時間的余裕がない」が上位となっており、「特にきつさは感じていない」は３番目となっている。 
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（７）相談したことの有無 

お世話している家族のことや悩みを誰かに相談したことがあるかについては、高校生、大学生・短大生ともに「ない」が最も多かった。 

「ある」場合の相談相手は、高校生では「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」が、大学生・短大生では「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだ

い）」「友人」が最も多かった。 

相談していない理由としては、高校生、大学生・短大生ともに「誰かに相談するほどの悩みではない」「家族外の人に相談するような悩みではない」が

上位となっており、ヤングケアラーが潜在化しやすい状況がうかがえる。 

（８）周囲に期待する支援 

高校生、大学生・短大生ともに「特にない」が最も多くなっているが、「自分のいまの状況について話を聞いてほしい」、「自由に使える時間がほしい」

が上位にあげられており、“経済的な支援”よりも相談できることや自由時間を求めていることがうかがえる。 

（９）ヤングケアラーの自覚度 

自分がヤングケアラーだと自覚している人の割合は高校生、大学生・短大生ともに全体の0.9%となっている。 

（10）ヤングケアラーの認知度 

年齢が高くなるにつれて、ヤングケアラーという言葉を聞いたことがある割合は高くなる傾向にあり、“聞いたことがある”（「聞いたことがあり、内容

も知っている」＋「聞いたことはあるが、よく知らない」）と回答したのは、大学生・短大生で93.1％、高校生で79.8％となっている。 

（11）ヤングケアラーの自覚度と生活への影響度 

高校生、大学生・短大生ともに、お世話をしている家族がいる人のうち、「ヤングケアラーの自覚」があり（あてはまる）、「やりたいけど、できていな

いこと（やりたかったができなかったこと、あきらめたこと）」がある(あり)と回答した人は、全体の6%前後となっている。 

調査結果（高校・大学等編） 

（１）ヤングケアラーと思われる生徒・学生の有無とその状況 

高校では「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」が最多で７割を超えており、大学・短大では「アルコール・薬物・ギャンブルなどの問

題のある家族に対応している」が最も多くなっている。 
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（２）当該生徒・学生の外部支援へのつなぎ 

高校では、「要保護児童対策地域協議会で対応を検討したケースがある」、「外部の支援にはつないでいない（高校内で対応している）」が、大学・短大で

「外部の支援にはつないでいない（大学・短期大学内で対応している）」が最も多くなっている。 

（３）ヤングケアラー支援に必要なこと 

高校、大学・短大ともに「生徒（学生）自身がヤングケアラーについて知っていること」「教職員がヤングケアラーについて知ること」が多くなってい

る。 

調査結果（県民編） 

（１）ヤングケアラーの認知度 

 “聞いたことがある”（「聞いたことがあり、内容も知っている」＋「聞いたことはあるが、よく知らない」）は82.0％となっている。 

（２）ヤングケアラーの自覚度 

自分がヤングケアラーだと自覚している人の割合は1.0％となっている。「かつてはそうであったが、現在はそうではない」と回答した人と合わせると

7.3%となっている。 

（３）家族・親族、周囲におけるヤングケアラーの有無 

家族・親族では「いる」が2.8%、周囲（友人、知人やそのこども、こどものクラスメイト、隣近所のこどもなど）では「いる」が7.0%となっている。 

（４）ヤングケアラー当人への問題となりうる影響 

「精神面の健康」が最も多く、ついで「進学・就職」「身体面の健康」となっており、「健康面」「学業面」への影響が大きいのではないかと考えている

人が多いことがうかがえる。 

（５）ヤングケアラーが相談しやすい環境づくりにつながる仕組みや取組 

「「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること」が最も多く、ついで「学校に相談窓口があること」「電話・メール・SNSでの相談が可能であること」

となっており、相談体制の充実が重要ではないかと考える人が多いことがうかがえる。 


